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年 11 月 20 日）の中では、小・中・高等学校教育について、「課題の発見と解決に向けて主体的・協
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Francois－Lyotard は、著書『ポストモダンの条件（La Condition postmoderne :repport sur la savior）』
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「発見学習 heuristic」と「探究学習 Inquiry oriented method」は、ともにデューイ（J.Dewey）の「問
題解決学習 problem solving learning」を源流に持ち授業様式における類似性は高いが、そこにどのよ
うな「パラロジー」が認められるか検討する。 
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書、1975）の中で、【表１】に示すような「発見学習」授業展開の基本過程を提示し、多くの実践事
例を紹介している。8） 
「発見学習」の授業様式を授業論からみると次の 3 つの特徴に集約できよう。 










① 学習課題をとらえる（問題場面に直面）    ‥‥つかむ 
      ↓  
② 仮説を立てる   （着想する・直観的思考） ‥‥予想する 
      ↓ 
③ 仮説をねりあげる （概念に高める・分析的思考）･･突きつめる 
       ↓ 
④ 確かめる     （検証と定着・練習）    ‥まとめる 
       ↓ 
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【表 2】探究学習の基本的授業過程 
① 学習問題の設定（研究課題の決定）             ‥‥‥ つかむ 
      ↓ 
② 予想・仮説の設定（その種類や性格の決定）         ‥‥‥ 予想する 
      ↓ 
③ 検証計画の立案（情報収集の範囲、その種類や性格の決定）   ‥‥ 調べる 
      ↓ 
④ 検証による問題追究（調査、見学、文書、資料など情報収集と吟味）‥ 確かめる 
      ↓ 
⑤ 結論の吟味（意思決定、新しい問いをもつ）         ‥‥‥ まとめ 
 
「探究学習」の授業様式を授業論からみると次の 3 つの特徴に集約できよう。 


















ログラム学習 Programmed Learning」と、その系譜である「完全習得学習 Mastery Learning」の 2 つ
の授業様式にみる「パラロジー」について検討することにする。 
1959 年 9 月、米国のウッズ・ホールに 35 人の科学者、学者、教育者が集まり、ブルーナーが座
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米国教育協会（NEA）が 1960 年に出版した A.A.ラムズデイン＆ロバート・グレイザー共編の
『TEACHING MACHINS AND PROGRAMMED LEARNING』（邦訳は『学習プログラミングとティーチ
ングマシン』（西本三十二監訳、学習研究社、1961）には、プログラム学習の原理やティーチングマ











授業様式は【表 3】に掲げるように 6 つの学習原理に特徴づけられる。12） 
 
【表 3】プログラム学習の原理 
① The principle of small steps 
② The principle of cuing and prompting 
③ The principle of immediate confirmation 
④ The principle of active responding 
⑤ The principle of self-pacing 
⑥ The principle of students testing  
 
完全習得学習 Mastery Learning は B.S.ブルーム Bloom らによって提唱された。B.S.ブルーム他著
（梶田叡一ほか訳）『教育評価法ハンドブック－教科学習の形成的評価と総括的評価』の「第 3 章 完
全習得を目指す学習」の中で、そのステラジーとともに授業様式について提案している 13）。目標分
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「完全習得学習」の授業様式を授業論からみると次の 4 つの特徴に集約できよう。 















プ」による積極的反応 active responding を強調するが、完全習得学習はグループ化された一塊の学
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人差」に関する研究成果 17）や L.J.クロンバック Cronbach の ATI 研究の成果 18）などを視座に各授業
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法の花盛り」（1970 年代から 80 年代にかけて）を迎えたのである。 
このうち古藤論文では「それぞれ類似性は高いが共約不可能な授業様式」として「発見学習










（方略 strategy）、そのためにどんな方策 tactics を方法や形態として合理的で最適に選択決定するか
が問われる。「アクティブ・ラーニング」とは一つの方策 tactics なのである。 
古藤論文から私が学んだことを記したが、今後とも様々な読みをしていきたいと思う。 
